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人のうこき（課繕号塞）

人　　口　10．549人　（⊥20）

男　　　　5，063　　（－Lll）

女　　　　5，486　　（＋9）

世帯数　　2，932　戸　（－10）

（）内は那月　比

11月のこよみ3
　
日
　
　
文
化
の
‖

8
　
日
　
　
訪
∴
冬

1
5
　
日
∴
∴
士
・
五
・
＝

2
3
　
日
　
　
勤
労
感
謝
の
H

2
6
　
日
i
∴
∴
全
国
火
災
予
防
連
動

日
月
の
詳
傭
用
語

娩
∴
秋
・
暮
　
秋

行
く
秋

朝
夕
冷
気
柏
押
し

紺
　
月

謝
が
し
き
り
に
降
る
の
で
、
茄
昨

月
、
そ
れ
を
醸
し
て
舗
月
と
い
う
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松川　日　大
尾　崎　代堀
隆寅秋
助　雑種保

新新高再

自転車は、あの角、この角、手前でストップ

交
通
規
制
Ⅱ
月
1
日
か
ら
実
施

－
　
遠
賀
川
駅
前
駐
車
禁
止
な
ど
I
I
～

遠
賀
町
内
の
道
路
寧
鰭
及
び
、
ス
ク

ー
ル
ゾ
ー
ン
の
安
全
性
確
保
を
主
目
的

に
通
路
交
通
法
に
も
と
づ
く
、
交
通
規

制
に
つ
い
て
は
、
県
公
安
委
員
会
と
の

協
議
に
よ
っ
て
次
の
と
お
り
n
月
1
日

か
ら
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

※
駐
車
禁
止
　
国
鉄
遠
賀
川
駅
前
の
遠

賀
タ
ク
シ
ー
㈱
か
ら
東
へ
迂
回
し
、

歩
道
橋
付
近
で
、
国
道
3
号
線
に
接

続
す
る
ま
で
の
区
間
（
町
道
・
広
渡

～
別
府
線
）

※
歩
行
者
専
用
道
路
　
県
道
・
浜
口
～

遠
賀
線
と
町
道
・
鬼
津
－
若
松
線
（

戸
切
川
左
岸
堤
防
）
の
交
差
点
か
ら

島
田
小
学
校
々
門
ま
で
の
区
間
。

但
し
、
自
動
車
の
通
行
禁
止
は
、
朝

7
時
～
9
時
ま
で
と
、
午
後
は
、
2

時
～
4
時
ま
で
の
間
と
な
っ
て
い
ま

す。
※
指
定
方
向
外
進
行
禁
止
　
　
　
遠
賀

バ
イ
パ
ス
下
の
声
切
川
左
岸
暗
渠
（

東
側
）
を
、
松
の
木
側
か
ら
今
古
賀

へ
の
直
進
は
禁
止
と
な
り
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
側
道
を
左
折
し
次
の
暗

渠
で
右
折
し
、
側
道
に
で
て
、
今
古

賀
に
行
く
コ
ー
ス
を
と
り
ま
す
。

※
横
断
歩
道
　
遠
賀
中
央
幼
稚
園
と
保

育
園
の
聞
。

県
道
・
宮
田
～
遠
賀
線
の
虫
生
津
橋

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
に
大
填
氏
再
任

－
　
町
選
管
委
員
（
4
名
）
選
任
　
－

遠
賀
町
選
挙
管
理
委
員
の
任
期
満
了

（
1
0
月
1
3
日
）
に
伴
な
う
委
員
の
選
任

は
、
去
る
九
月
定
例
議
会
の
最
終
日
（

同
月
Ⅱ
日
）
　
町
議
会
の
選
挙
に
よ
っ

て
、
次
の
4
氏
が
決
定
、
今
後
、
4
年

間
遠
賀
町
の
選
挙
管
理
委
貝
と
し
て
任

務
に
当
た
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。

（委員長）

（
委
貝
長
代
理
）

な
お
、
遠
賀
町
選
管
は
、
1
0
月
2
0
日

委
員
会
を
開
き
、
委
員
長
に
大
場
保
氏

委
員
長
代
理
に
田
代
秋
轍
氏
を
選
出
い

た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
選
挙
管
理
委
員
の
補
充
貝
に

つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
も

と
づ
き
、
次
の
4
氏
が
当
選
さ
れ
ま
し

た。

第
一
順
位
　
下
川
正
夫

第
二
順
位
　
石
松
美
馬

第
三
順
位
　
山
中
一
雄

第
四
順
位
　
田
原
政
義

西
側
及
び
同
県
道
虫
生
津
地
内
金
光

教
虫
生
津
教
会
北
側
。

※
速
度
制
限
　
県
道
・
浜
口
～
遠
賀
線

の
全
線
及
び
、
県
道
・
宮
田
～
遠
賀

線
の
国
道
3
号
線
分
岐
点
か
ら
、
虫

生
薄
日
水
橋
の
間
は
、
速
度
制
限
が

4
0
／
時
と
な
り
ま
す
。
但
し
、
速
度

制
限
に
つ
い
て
は
、
日
月
2
5
日
か
ら

実
施
と
な
り
ま
す
。

※
一
時
停
止
　
　
婦
道
浜
口
－
遠
賀
線

と
、
町
道
山
手
線
と
の
交
差
点
（
鬼

津
）
で
は
、
浜
口
～
遠
賀
線
が
優
先

通
路
と
な
り
山
手
線
は
交
差
点
の
手

前
で
一
時
停
止
と
な
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
交
通
規
制
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全

走
行
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

幼
児
交
通
安
全

ク
ラ
ブ
発
表
会

昭
和
5
0
年
度
幼
児
交
通
安
全
ク
ラ
ブ

の
発
表
会
が
、
去
る
1
0
月
1
日
宗
像
・

遠
賀
地
区
を
対
象
と
し
て
、
本
年
度
指

定
国
と
な
っ
た
遠
賀
中
央
幼
稚
園
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
幼
稚
園
、
保

育
園
関
係
者
や
交
通
安
全
担
当
者
、
交

通
巡
視
員
約
一
〇
〇
名
が
出
席
さ
れ
、

福
岡
交
通
安
全
対
策
室
主
催
の
も
と
に

映
画
、
講
話
「
幼
児
と
交
通
安
全
」
が

行
な
わ
れ
、
そ
の
後
遠
賀
中
央
幼
稚
園

の
園
児
と
お
母
さ
ん
方
に
よ
る
集
合
訓

練
（
交
通
安
全
遊
戯
）
が
発
表
さ
れ
、

参
観
者
絶
賛
の
う
ち
に
有
意
義
に
終
了

い
た
し
ま
し
た
。

成
果
が
あ
っ
た
自
転
車
乗
り
方
教
室

秋
晴
れ
の
1
0
月
8
日
、
浅
木
小
学
校

で
は
折
尾
欝
蒸
器
の
交
通
巡
視
顔
と
交

通
係
の
指
導
で
、
正
し
い
白
憶
母
の
承

り
方
教
室
が
捌
か
れ
ま
し
た
。
校
庭
に

は
信
号
機
や
績
断
歩
道
が
作
ら
れ
、
生

徒
が
各
自
持
っ
て
き
た
自
転
車
に
乗
っ

て
正
し
い
乗
り
方
の
指
導
を
受
け
ま
し

た
。
左
右
に
曲
る
時
に
合
図
を
し
な
か

っ
た
り
、
信
号
を
見
落
と
し
た
り
し
た

生
徒
が
友
人
に
笑
わ
れ
て
頭
を
か
く
一

幕
も
あ
り
ま
し
た
が
、
正
し
い
交
通
ル

ー
ル
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
ペ
ダ
ル
を

（
浅
木
小
学
校
）

踏
む
足
に
も
力
の
こ
も
っ
た
一
日
で
し

た。

な
お
自
転
車
に
乗
る
時
は
次
の
こ
と

に
注
思
し
ま
し
ょ
う
。

。
身
体
に
合
っ
た
自
転
席
に
乗
り
ま
し

よ
－
フ
〇

㌔
フ
レ
ー
キ
は
綱
も
後
ろ
も
よ
く
き
き

ま
す
か
。

。
曲
る
時
、
合
図
を
し
て
い
ま
す
か
。

。
交
差
点
は
正
し
く
渡
っ
て
い
ま
す
か

※
ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
迎
接

戸
助
川
滋
漂
工
事
着
工
へ

西
川
の
一
部
は
建
設
省
直
轄
に

昭
和
5
0
年
度
の
町
内
主
要
河
川
で
あ

る
西
川
、
戸
切
出
、
吉
原
川
の
改
修
計

画
は
、
目
下
渡
澱
工
事
を
主
体
に
エ
却

か
す
す
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の

中
で
四
川
は
、
本
年
度
で
暫
定
掘
削
が

終
わ
る
見
込
み
で
す
。

ま
た
、
甫
認
油
川
の
編
入
に
つ
い
て

は
下
流
か
ら
、
5
・
5
粁
（
鹿
児
島
本

線
の
上
流
1
5
0
m
）
区
間
が
確
定
し

今
後
の
都
築
実
施
は
、
建
設
省
サ
イ
ド

で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
方
、
戸
助
川
は
、
本
年
度
か
ら
鉱

害
復
旧
で
、
目
下
渡
洪
工
舞
に
か
か
っ

て
お
り
ま
す
が
、
本
年
度
は
下
流
か
ら

5
6
0
m
ま
で
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

。
稜
洪
工
事
の
概
要

西
川
工
事
長
1
、
5
5
8
m

竣
繰
上
追
3
万
5
4
0
0
が

工
事
費
　
1
億
1
千
6
百
万
門

戸
切
出
　
1
時
技
　
5
6
0
m

竣
凍
土
量
　
8
千
9
0
0
が

工
事
費
　
　
2
千
3
日
万
円
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規則正しい生活と親子の対語で非行防止

1
－
1
－
9
コ
ー
ナ
ー
く
く
．
‘
“
－
－

L
P
ガ
ス
を
安
全
に
使
用
す
る
た
め
に

L
P
ガ
ス
の
火
災
の
多
く
は
、
ガ
ス
の
性
質
を
知
ら
な
い
、
と
り
扱
い

の
誤
り
、
器
具
の
不
良
な
ど
か
ら
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

一
、
L
P
ガ
ス
の
性
質

O
L
P
ガ
ス
は
空
気
よ
り
重
い
の
で

漏
れ
た
場
合
は
低
い
所
に
た
ま
り

ます。

㈲
燃
え
ろ
時
は
、
多
量
の
空
気
が
必

要
で
す
。
換
気
を
十
分
に
。

㈲
爆
発
し
や
す
い
。

二
、
L
P
ガ
ス
を
使
用
す
る
前
に

㈲
日
頃
か
ら
ゴ
ム
管
等
を
点
検
し
ま

し
ょ
，
つ
。

㈲
ガ
ス
漏
れ
が
な
い
か
臭
い
で
極
め

ま
し
ょ
う
。

㈲
ガ
ス
器
具
は
時
々
掃
除
を
す
る
よ

う
に
心
か
け
ま
し
ょ
う
。

三
、
ガ
ス
漏
れ
に
気
が
つ
い
た
時
は

0
0
メ
ー
タ
ー
入
口
の
コ
ッ
ク
、
ガ
ス

栓
を
諦
め
ま
し
ょ
う
。

㈲
窓
や
戸
を
開
け
、
風
通
し
を
良
く

し
ま
し
ょ
う
。

㈲
火
気
厳
禁

幸
せ
を
明
日
に

つ
な
ぐ
火
の
始
末

Ⅱ
月
2
6
日
よ
り
1
2
月
2
日
ま
で
全
国

火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
節

一
棟
語
が
右
記
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し

た
。
こ
の
期
間
中
は
全
国
一
斉
実
施
事

項
と
し
て
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

◎
わ
が
家
の
防
火
診
断

例
た
ば
こ
の
扱
げ
捨
て
と
寝
た
ば
こ

の
防
止

S
暖
房
器
具
の
安
全
点
検

の
ガ
ス
器
具
等
の
ガ
ス
も
れ
点
検
及

び
点
火
・
消
火
の
確
認

㈲
老
人
、
幼
児
、
病
人
の
就
寝
場
所

の
安
全
点
検

㈱
消
火
用
具
の
準
備

※
管
内
火
災
救
急
発
生
状
況
（
S
5
0

（
9
月
分
）

わ
が
町
の

ク
ラ
ブ
紹
介
　
㈲

－
遠
賀
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
ー

（
野
球
チ
ー
ム
）

．
さ
あ
行
く
そ
．
井
口
監
督
の
大
き
な

声
が
澄
み
き
っ
た
秋
空
の
も
と
、
広
い

グ
ラ
ン
ド
い
っ
ぱ
い
に
ひ
ろ
が
ろ
。
こ

の
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
4
3
年
に
町
内
の
野

球
愛
好
者
に
よ
っ
て
、
相
互
の
親
睦
と

体
位
向
上
を
目
的
と
し
て
績
成
さ
れ
、

7
年
に
な
り
ま
す
。
現
監
督
の
井
口
利

光
氏
以
下
2
0
人
余
り
の
ク
ラ
ブ
員
は
、

お
互
い
に
勤
め
を
も
つ
職
業
人
で
あ

り
、
白
々
の
練
習
に
は
、
少
な
い
時
間

を
繰
り
合
わ
せ
猛
練
習
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
ク
ラ
ブ
績
成
当
時
は
、
ク
ラ
ブ

員
不
足
で
試
合
、
練
習
に
も
導
欠
き
、

試
合
も
再
三
に
わ
た
り
棄
権
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
態
で
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
特

車
に
全
国
軟
式
野
球
連
盟
に
加
入
し
、

こ
の
頃
よ
り
ク
ラ
ブ
員
も
多
く
な
り
、

町
で
行
な
わ
れ
ろ
球
技
大
会
（
主
と
し

て
野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
に
は
、
審

判
、
競
技
運
営
に
協
力
を
行
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
全
欧
加
入
に
よ
り
ク
ラ
ブ

員
の
意
気
は
大
い
に
あ
が
り
、
各
種
大

会
の
地
区
予
選
に
は
、
全
試
合
出
場
を

・
1
・
1
～
S
5
0
・
9
・
5
0
ま
で
）

目
頼
と
し
、
そ
の
技
術
の
向
上
に
努
力

し
、
そ
の
成
果
は
都
々
と
あ
ら
わ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
ク
ラ
ブ
に
も
色
々
の

悩
み
は
あ
り
ま
す
が
、
最
大
の
悩
み
は

、
町
内
に
グ
ラ
ン
ド
の
な
い
諒
で
す
。

早
く
総
合
グ
ラ
ン
ド
の
建
設
が
実
現
さ

れ
る
事
を
希
盟
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
年

1
0
月
1
6
日
か
ら
、
1
9
日
ま
で
の
4
日
間

飯
塚
市
営
球
場
で
開
催
さ
れ
た
、
第
1
7

回
福
岡
県
軟
式
野
球
選
手
椰
大
会
で

は
、
地
区
予
選
（
中
間
・
遠
賀
地
区
）

に
お
い
て
、
数
多
く
の
強
豪
を
破
り
待

穀
の
選
手
権
出
場
を
な
し
遂
げ
ま
し

た
。
選
手
櫛
で
は
、
1
、
2
回
戦
を
順

当
に
勝
ち
進
み
、
最
終
日
の
韓
決
勝

で
、
新
日
鉄
チ
ー
ム
と
あ
た
り
、
善
戦

の
結
果
、
3
対
1
で
敗
れ
、
第
3
位
の

成
規
に
終
わ
り
ま
し
た
が
、
チ
ー
ム

は
、
非
常
に
明
る
い
ム
ー
ド
で
あ
り
ま

し
た
。
初
め
に
も
記
し
て
い
ま
す
が
、

試
合
、
練
習
を
通
じ
、
お
互
い
の
友
好

親
睦
、
体
育
向
上
を
目
的
と
し
て
い
る

ク
ラ
ブ
で
す
。
高
校
生
以
上
で
希
望
が

あ
れ
ば
い
つ
で
も
加
入
す
る
萌
が
で
き

ま
す
。
遠
賀
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
が
よ
り

強
い
チ
ー
ム
に
育
つ
こ
と
は
勿
論
で
す

が
、
井
口
監
督
の
も
と
、
ク
ラ
ブ
員
が

今
後
社
会
体
育
の
振
興
に
、
町
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
協
力
さ
れ
、
典
に
友
好

親
睦
、
体
位
向
上
を
目
的
と
す
る
ク
ラ

ブ
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
し
て
紹
介

を
終
わ
り
ま
す
。

尚
、
ク
ラ
ブ
加
入
希
望
者
は
、
遠
賀
川

井
口
利
光
T
E
L
㈲
0
6
1
0
か
、
役

場
産
業
課
高
崎
（
T
E
L
㈲
1
2
3
4

内
線
2
4
4
か
、
㈲
0
7
8
8
）
ま
で

連
絡
し
て
下
さ
い
。

園

圏

☆
乳
児
相
談

実
施
日
　
毎
月
第
3
月
曜
日

時
　
間
　
午
前
1
0
時
～
日
時
ま
で

場
　
所
　
中
央
公
民
館
広
間

※
成
人
・
老
人
検
診
の
お
す
ず
め

実
施
日
　
毎
月
第
3
月
曜
日

時
　
間
　
年
後
1
時
0
0
分
～
3
時
ま
で

場
　
所
　
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

検
診
科
目
　
血
圧
測
定
・
検
尿

☆
募
集
中

※
引
年
度
訓
練
生

福
岡
身
体
樽
害
者
職
業
訓
練
校

詳
細
は
小
倉
北
区
報
崎
町
2
の
1

砥
話
0
9
3
（
9
2
1
）
2
6
0
0

又
は
2
6
0
2
番
へ

※
国
立
門
司
海
員
学
校
生
徒

（
乙
種
2
等
航
海
士
・
船
舶
調
理
師
）

詳
細
は
門
司
区
白
野
江
町

結

語

0

9

3

（

3

4

1

）

8

1

3

1

の
門
司
海
員
学
校
へ

※
看
瞳
学
生

詳
細
は
筑
紫
那
太
宰
府
町
向
佐
野
2
2

県
立
看
護
専
門
学
校
・
種
話
0
9
2

9

2

（

3

）

2

0

3

6

－

2

0

3

8

へ

※
准
看
蟻
繍
学
生

詳
細
は
水
巻
町
下
二
引
舟
5
1
3
椙

話
水
巻
（
6
9
1
）
3
4
6
1
～
3
の

遠
賀
・
中
間
医
師
会
准
看
護
学
院
へ
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音
革
命
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ

ソ
ウ
〟
を
除
去
し
ま
し
ょ
う

黄
色
い
ギ
ャ
ン
グ
な
ど
と
い
わ
れ
て

さ
ら
わ
れ
者
の
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ

ウ
は
、
地
下
茎
と
稜
子
に
よ
る
競
異
的

繁
殖
力
を
も
ち
、
今
日
で
は
県
下
全
域

に
ま
ん
延
し
て
お
り
ま
す
が
、
年
々
そ

の
群
落
は
拡
大
し
、
犯
罪
の
か
く
れ
み

の
と
な
っ
た
り
農
作
物
病
虫
の
温
床
と

な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
河
川
で
は
水
害

の
原
因
と
な
り
、
椿
事
は
火
災
の
原
因

と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
本
革
は
草
丈
二

・
五
メ
ー
ト
ル
に
も
達
す
る
の
で
実
線

上
に
も
歓
迎
さ
れ
ず
美
し
い
郷
土
を
守

る
為
に
も
本
革
の
根
絶
を
進
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

以
下
、
本
革
の
除
去
に
関
す
る
要
点

を
挙
げ
ま
す
の
で
、
先
ず
あ
な
た
の
管

理
地
か
ら
早
速
着
手
し
て
下
さ
い
。

0
∴
理
子
と
地
下
茎
に
よ
っ
て
繁
殖
す

る
の
で
、
雨
上
り
な
ど
土
の
軟
か
い

と
き
抜
き
取
っ
て
下
さ
い
。

9
－
1
0
月
か
ら
Ⅱ
月
に
か
け
て
開
花
、

結
実
す
る
の
で
、
結
実
前
に
刈
取
っ

て
焼
却
又
は
天
日
で
乾
燥
し
て
下
さ

い。
e
　
群
落
地
は
除
草
剤
も
有
効
で
す
か

ら
、
除
草
剤
販
売
店
と
よ
く
相
談
し

て
こ
使
用
下
さ
い
。

偶
　
今
年
の
生
育
地
を
お
ぼ
え
て
お

き
、
明
年
4
月
か
ら
の
発
芽
期
に

は
、
忘
れ
ず
抜
き
取
っ
て
下
さ
い
。

㈲
　
ま
だ
投
入
し
て
い
な
い
地
域
で

は
、
1
本
で
も
発
見
し
た
ら
見
つ
け

し
だ
い
抜
き
取
っ
て
下
さ
い
。

凶
器
を
追
放
し
ま
し
ょ
う

昨
年
9
月
以
来
警
察
は
総
力
を
あ
げ

て
凶
器
使
用
犯
罪
の
未
然
防
止
活
動
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
の
間
多
数

の
凶
器
を
発
見
押
収
し
、
凶
器
を
使
用

し
た
犯
罪
を
未
然
に
防
止
し
、
多
大
の

成
果
を
収
め
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
最
近
も
爆
発
物
使
用
車
件
あ
る

い
は
け
ん
銃
、
刃
物
等
を
用
い
た
暴
力

団
の
対
立
抗
争
専
件
等
は
蹄
を
断
た

ず
、
む
し
ろ
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま

す

o

こ
の
よ
う
な
現
状
に
轡
寮
で
は
尊
い

人
命
に
高
接
影
超
を
与
え
る
凶
器
を
使

用
す
る
悪
質
な
犯
罪
を
な
く
す
た
め
、

日
月
1
日
か
ら
日
月
0
0
日
ま
で
の
1
ケ

月
間
、
凶
器
等
危
険
物
の
取
締
り
を
県

下
一
斉
に
行
な
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
お
互
い
の
生
活
の
安
全

を
守
る
た
め
、
危
険
な
刃
物
や
銃
、
火

薬
な
ど
を
使
用
す
る
犯
罪
の
未
然
防
止

の
た
め
、
「
凶
器
追
放
運
動
」
に
ご
協

力
下
さ
い
。

総
合
優
勝
は
虫
生
津
地
区
に

ー
籍
同
国
町
民
体
育
祭
－

1
0
月
1
0
日
秋
晴
れ
の
遠
賀
中
学
校
で

第
1
0
回
町
民
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
朝
早
く
か
ら
公
民
館
長
・

各
地
区
体
育
委
員
の
人
選
の
御
世
話
で

選
手
・
応
援
と
も
に
多
数
参
加
さ
れ
成

功
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

選
手
・
役
貝
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。

尚
鮨
架
は
次
の
と
お
り
で
す
。

「
税
を
知
る
週
間
」
に

つ
い
て

t
‥
O
e

∵
∵
小
　
言
「
常
、

昭
和
5
0
年
度
遠
賀
郡
農
業
祭
の
開
催
に
つ
い
て

昭
和
5
0
年
度
の
遠
賀
郡
農
業
祭
が
次

の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
盛
業
経

営
、
農
業
技
術
の
向
上
等
農
薬
が
飛
躍

的
に
発
展
す
る
こ
と
を
願
い
多
数
の
参

加
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

i
　
純

一
、
日
時
　
昭
和
5
0
年
Ⅱ
月
2
3
日
（
日
）

勤
労
感
謝
の
日

二
、
場
所
（
会
場
）

遠
賀
郡
岡
垣
町
　
岡
垣
中
学
校

三
、
行
詰

の
諒
念
式
典
、
収
穫
感
謝
祭

㊥
農
畜
産
物
共
進
会
及
び
即
売
会

の
農
協
婦
人
部
手
芸
品
、
生
活
者
薬

屋
臼
農
協
婦
人
部
演
芸
会

㈱
笛
木
、
植
木
類
展
示
即
売
会

0
度
機
具
、
自
動
車
展
示
会

㈹
バ
ザ
ー

こ
の
た
び
国
税
庁
で
は
Ⅱ
月
日
ロ
か

ら
1
7
日
ま
で
を
「
税
を
知
る
週
間
」
と

し
て
、
税
務
行
政
の
現
状
や
納
税
者
に

有
利
な
税
の
取
り
扱
い
な
ど
の
お
知
ら

せ
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
間
の
行
車
と
し
て
、
日
月
1
3
日

に
は
水
巻
町
商
工
会
会
議
室
で
「
税
を

知
る
座
談
会
」
、
1
4
日
は
明
銀
ビ
ル
で

「
税
を
知
る
週
間
記
念
難
波
会
」
、
1
5

日
は
小
倉
毎
日
ホ
ー
ル
で
「
租
税
弁
論

大
会
」
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
こ
の
期
周
中
若
松
丸
椙
デ
パ
ー
ト

で
は
「
税
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
が
も
う

け
ら
れ
、
税
務
署
の
係
員
や
税
理
士
が

皆
様
の
相
談
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
気
軽
に
お
こ
し
下
さ
い
。

な
お
行
朝
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
若

松
税
務
署
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

第
2
回
少
年
剣
道
大
会

遠
賀
町
A
チ
ー
ム
は
舘
2
位
に

同
月
1
9
日
、
遠
賀
中
学
校
体
育
館
に

お
い
て
第
2
回
少
年
剣
道
大
会
が
開
催

さ
れ
、
遠
賀
A
・
B
2
チ
ー
ム
を
含
む

7
チ
ー
ム
が
参
加
し
そ
の
調
を
争
い
ま

し
た
。
特
に
A
チ
ー
ム
は
健
闘
よ
く
団

体
総
合
に
お
い
て
2
位
入
質
を
遂
げ
ま

した。
団
体
戦
結
果

1
位
　
芦
屋
町

2
位
　
遠
賀
町
A
　
（
仲
野
紀
之
、
石

松
芳
宣
、
柴
田
才
一
郎
、
近

松
一
郎
、
桑
原
武
志
、
薬
原

律
子
、
石
原
宏
朗
）

3
位
　
水
巻
町

※
広
報
お
ん
が
に
対
す
ろ
御
意
見

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
役
場
庶
務

課
広
報
係
ま
で
お
よ
せ
下
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。


